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放射性コバルト (Co60
視床下部中部の刺激で排卵陽性率は 41%を示し， れ且破壊退行期l乙増加出現する。
前後部l乙於ける 20.25%と比較して還に高く， 視床 4) 噌銀線維の照射前後の態度K就き観察した。
下部中部特に灰白隆起附近は家兎排卵機欄と最も密 5) 同一腫蕩内に於ても，組織成熟度の部位的応
接な関連を持つ場であること，更に前眼房内卵巣移 異なるものの存在する事を認め，一小切片より組織
植例でも同様中部刺激で排卵することから卵巣に至 成熟度と線感受性の問題を論ずる事が困難であるこ
る刺激は神経性ではなく体液性K及ぶ事を認めた。 とを知った。 
なお，中部刺激例中，交感刺激状態を呈したものは 6) 両側子宮動脈結撃は，近接照射による局所の
排卵例で 100%，陰性例で 52% IC認めたが排卵と一 組織学的変化に何等影響を及ぼさないものの様であー
般状態との関連は極めて複雑である。 る。 
6) 性周期による白鼠視康下部 p32摂取量の変動 8) 産婦人科領域に於ける心電図(第一報) r筋
滝口光雄 腫と心電図J
白鼠の睦脂膏により発情前期，発情期，発情後及 鈴木正剛 
び発情休止期の 3群i乙分け，各群白鼠の第E脳室側 42名の子宮筋腫患者の心電図を調べた。 
壁中部，同後上部，下垂体，卵巣，大脳皮質(頭頂 1) 異常所見を呈する者は 33.3% Vc.達するが筋
葉)，乳頭体，頚動脈血を p32腹腔投与後，一定時間 腫に特有な所見は見られなかった。 
で別出秤量し，放射能を測定して各組織の coumt/ 2) 有所見者は貧血の有無l乙拘わらず，腫蕩が増 
m/mgを比較した。狭義の視床下部に於ける燐摂取 大する程増加する傾向にある。
量は大脳皮質，乳頭体に比し数倍の高値を示した。 3) 術後T波高は平坦化の傾向を示している。
視床下部の内，第E脳室側壁中部の燐摂取量は，発 4) 術後異常所見を呈した者は，術前に於ても異
情前期〉発情期>発情休止期の順で，卵巣に於て 常のニュアンスに富んでいる者が多い。そしてこの
は，発情期〉発情休止期>発情前期であり，第E 事実は，手術によって起り得る危険を予知し，これ
脳室側壁中部の機能土昇期は卵巣の機能上昇期に先 を如何に防御するか，と云う問題K対して，術前の
行し，下垂体に於ても発情前期〉発情期〉発情休 心機能検査の一端としての心電図検査が，如何に重
止期の順で卵巣機能に少しく先行した。併し第E脳 要であるかを物語っているものと云えよう。
室側壁後上部に於ては性周期による変動が少しそ
の他大脳皮質，乳頭体，頚動脈血K於ては性周期と 9) 劃縁胎盤
の聞に特別の関連が見られなかった。 戸賀崎義治
劃縁胎盤の 1例を文献的考察と共に報告する。患 
7) 	 )及びラジウム (Ra)近
者は 32才， 1回経産(前回は 9ヵ月死産)，最終月経
接照射による子宮頭部癌の組織学的変化
は 21/VlI'57，17/V '58 '~L 5月初めより水が下りて
荒木晃
いたが，これが更に多くなったとて来院，子宮底の 
Co60及び Ra近接照射の子宮頚部癌に及ぼす影響	 長さ 30cm，腹囲 83cm，骨盤位，羊水は帯緑色調
iを知る為K，総量 C0603840 mch，Ra 4800 mghの 渇，児心音は弱く 14，15，15であった。陣痛は無く，
近接照射を行って，照射前，照射中，照射後の数回 子宮口閉鎖。児を熱望したので、帝王切聞を行い，生
に亘り線量と関連して癌腫の組織学変化を観察し 児を得たが，体重 1520g，身長40cm，3日後に死
た。その結果， 亡。乙の際に本胎盤を得fこ。胎盤の大きさ 15><:14 
1) 上記線量の範囲に於ては，両者共癌腫に広汎 cm，腐帯の長さ 85cm。胎児面に白色の周縁輪あ
且積極的な破壊作用を示し，照射終了後1カ月では り，胎児脈管の終末枝は輸に入る前広胎盤実質中氏
癌細胞消失して結合織性の癒痕組織を認めた。 没す。周縁輸の一部は盛り上り，その一部では内縁 
2) C060近接照射による子宮頭部癌の組織学的 が unterminierenされている。組織学的には胎盤
変化と Ra近接照射のそれとの聞には本質的な差を 組織の貧血性梗塞であった。本胎盤は Williamsの
認められなかった。 云う r 周marginal Infarkt J，Pinkertonの云う f
3) エオヲン噌好性白血球は癌腫の退行現象lζ関 廓型を合併せる劃歳胎盤jであると考える。乙の異
係するものの様で，照射前角化成熟癌に多く認めら 常胎盤と臨床症状の関係は多くの著者の間で意見の
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一致を見ないが，本例は Paalman，Hunt等の記載 娠の可能性ありと考えられたものの中，検査し得た
した症状群と或る程度合致している。 乙ついて，生物学的精液検査'1才)31名(平均年令21
10)我が教室に於ける最近のスメアー及び組織検
査の成績について
戸沢 澄j佐藤東正
我々は最近 5 ヵ月間 (6 月 ~10 月〉に不正出血，
帯下，腰痛等を主訴として来院せる婦人 354名につ 
いて試験切除及びスメアー，テスドを行い次の結果 
を得た。即ち 354例中，陸部康欄56.7%，頚管ポリ 
-プ7.6%，異常上皮 11.6%，不穏上皮9.7%，異型
上皮 6.5%，表在癌 0.56%，侵入癌 7.6%であった。
同時に行ったスメアーテストに於いては，異常上
皮，不穏上皮，異型上皮と段階の進むに従って(土)
を示したもの 4.9%，18%，43%と増加した。表在 
癌の 2例は共l乙極わめて疑わしい(土)の結果を示し
?こ。併し何れも陽性のものはなかった。侵入癌では
27例中 25例迄が(土〉以上の結果を示していた。叉
所謂，癌化過程にあるところの，異常上皮，不穏上 
皮，異型上皮，表在癌99例の平均年令41.8才と，
を施行し，検査法を述べると共K，その中間報告を 
、
イ
戸
丁つに。 
2) 諸家によって妊苧男子の精子数に対して差異
があるが，米国不妊症研究会 (1951)，'Meaker 
(1934)の最低 4000 X 106/ccを採用し， 最低4000
X 106とした。
3) 4000 X'106/cc以上のもの 5名， 24%，4000 
X 106/cc以下のもの 16名， 76%，叉精子欠如症6
名， 29%を示した。上述の対象が問題であるし，叉
例数の少いことによる偶然の一致かも知れないが精
子数だけで論ずるならば 76%の高率に於て男性倒
原因が認められた。
4) 精液量，平均 3.23cc (Hotchkiss (不妊男子
群)200例 3.1cc，MacLeod 600例 3.59.cc]，精子欠
如症，平均 2.35cど'{慶応， 2.48 cc]，精子欠如症の 
量は比較的少いものの様である。
5) pHは平均7.8を示し， Moench (1933)の正
常 8.1~8.4 !'C比べれば，一応酸性に傾いている様で
組織学的並びに肉眼的に侵入癌と診断された 99例、ある。
の平均年令 51.4才との聞に約 10年の聞きがある ζ
とを認め，癌が出来上るまでにはそれ以前に 10年
前後の癌の潜伏期とも言うべき期聞が存在するので
はないかと想像した。 
11) 妊娠末期を中心とせる組織ホルモンの意義，
特にセロトニン代謝物を中心として
若月美博
陣痛発来，晩期妊娠中毒症に於ける組織ホJレモン 
の意義を，特にヒスタミン，アセチールコリンを中
心として説き，陣病発来には，乙の両ホJレモンが特
に重要であることを，今迄の実験を基として強調し
た口
更にセロトニンについては，その尿中代謝物であ
る， 5 Hydoxyindole酢酸を測定して，妊娠末期， 
分壊，晩期妊娠中毒症患者の尿を比較検討した結
果，陣痛発来，中毒症の原因としては，ヒスタミン
やアセチーノレコリン等の如くには，あまり関与して
いないと推定した。
12)精液検査法
高野昇 
1) 本年7月から 10月までの 4カ月聞に不妊を
主訴として，来院せる夫婦の中，妻側lζ少くとも妊
13)静脈麻酔剤“Eunal"の使用経験について
島田・勉，堀敬明
非パJレぜッレート系の Eugenal誘導体である静
脈麻酔剤“Eunal" (杏林製薬より提供)の使用経
験の結果を報告する。
(使用法) 凡そ 5mg/secの速さで就眠量の 2--
2.5倍量を使用し，総量は 500mg以下にと Yめた。
(麻酔症状並びに成績) 人工妊娠中絶 5例，試験
掻腿12例，外来診察2例，その他1例計 20例につ
いて，臨床実験を施行した。
その結果は，就眠量はラボナールの約半量にてす
み，平均使用量は 4--6mg/kgが最適であると云う
結果が出た。就眠時間は 5mg/secの速度にて 20--
50秒，覚醒は速く 3.2--14分，平均 6.4分であった。
その他，本剤の特色は，呼吸が注入後 hyperpnea
の状態になり，次いで bradypvnea又は Apnea K 
なる事，副作用として血管痛，興奮状ー態，悪心の例
をみる点である。結論として本剤は短時間麻酔とし 
ては覚醒早く，後l乙爽快感を有する点良いが未だ可
成り不安定な点を認めるので今一層の安定性が欲し
いと思う。
